
南山新城碑研究の軌跡

篠原 啓方

AhistoricaloverviewofthestudiesonNamsansinseong-bi

SＨＩＮＯＨＡＲＡＨｉｒｏｋａｔａ

(南山新城碑）

Namsanslnseong-bi，ｔｈｅｓｔｅｌｅｏｆＳｍａ，isvelymportantfbrstudyoflocal

communitiesandlawofSmain6thCentulyThispaperpresentsahistoricaloverviewof

thestudiesonNamsanslnseong-bi，dividingcontentanalysisandapproachintothree
stages．

キーワード：南山新城碑、力役、地方統治、新羅、城村

はじめに

南山新城碑（以下「新城碑」と略称）は、朝鮮半島が日本の植民地下にあった1934年、慶州郡（現大

韓民国慶尚北道慶州市）において、大坂金太郎と崖南柱によって発見された新羅碑であり、またその後

見つかった類似の内容を持つ碑の総称である。中古期、特に６世紀における新羅の地方社会や制度を知

る上で重要な資料であり、新たな碑が見つかるたびに研究が積み重ねられ、研究史は80年目を迎えた。

植民地期の研究は日本人によってほぼ独占されてきたが、いわゆる解放（1945年８月15日）後、特に韓

国の研究者によって多くの成果があげられており、今日、少なくとも量においては日本の研究成果を圧

倒している。

こうした点で、日本における新羅史研究も、韓国学界における研究成果の整理と検討なしには成立し

なくなっていると言えるが、日本の新羅史研究は、研究者自身の論文に敷桁する形で韓国の成果を断片

的に紹介するにとどまる傾向がある。その理由の一つは､学術論文の入手の困難さにあった。だが近年、

韓国の電子化ジャーナル（KISS、ＤＢPIAなど）の充実は目を見張るものがあり、海外での閲覧も容易

になった。

このような状況を踏まえ、日本を含め韓国の研究がどのような過程を経て現在に至る成果を生み出し

てきたのかを概観することも無意味ではないと考える。ただ新城碑に言及した論文は筆者の知る限りで

50本を超え、そのすべてを紹介するのは困難である。そこで本稿では、新城碑の専論を中心に、研究の

歴史をＩ～Ⅲ期に分け、研究の軌跡をたどってみたい。
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